
気
学
で
は
寅
の
五
黄

二
月
四
日
（
立
春
）
節
入

気
学
で
は
卯
の
四
緑

三
月
五
日
（
啓
蟄
）
節
入

新
年
の
ご
挨
拶

令
和
六
年
の
新
年
を
迎
え
、

慎
ん
で
ご
祝
詞
を
申
し
上
げ

ま
す
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
岳
易
館
・
有

宵
会
会
員
の
方
々
を
始
め
、

各
教
室
の
皆
さ
ま
に
は
、
本

年
の
ご
多
幸
と
ご
健
勝
を
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

例
年
で
す
と
、
元
日
の
お

祝
い
は
尊
い
も
の
で
一
年
の

守
護
を
授
か
る
わ
け
で
す
が
、

そ
の
元
日
、
16
時
10
分
、
石

川
県
能
登
半
島
を
震
源
に
マ

グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
七
．
六
、
最

大
震
度
七
の
大
地
震
が
発
生

し
ま
し
た
。
そ
の
後
は
地
震

と
津
波
、
甚
大
な
被
害
を
受

け
て
い
る
現
実
の
姿
が
連
日

の
報
道
に
よ
り
詳
細
に
伝
わ
っ

て
お
り
ま
す
。

石
川
県
、
富
山
県
、
新
潟

県
の
被
災
地
の
方
々
に
心
よ

り
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま

す
。
一
日
も
早
い
復
旧
、
復

興
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

本
会
は
義
援
金
の
協
力
を

い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

二
月
筮
―
火
山
旅
九
三

三
月
筮
―
山
地
剥
六
五

寒
い
二
月
は
諸
事
春
ま
で

待
つ
。
子
供
の
頼
み
に
親
は

受
け
、
仕
事
は
長
引
く
骨
を

折
る
。
家
族
問
題
対
話
で
理

解
を
す
る
。
金
銭
は
辛
口
、

体
調
は
甘
口
で
気
分
良
く
。

三
月
は
家
庭
の
用
事
が
多

く
気
が
焦
る
。
仕
事
は
良
好
。

金
運
は
動
き
を
少
な
く
抑
え
、

老
朽
化
の
問
題
と
交
際
面
の

気
遣
い
。
心
気
に
疲
労
あ
り
。

二
月
筮
―
艮
為
山
六
五

三
月
筮
―
風
地
観
上
九

二
月
は
慎
重
運
。
無
理
押

し
は
し
な
い
で
平
静
さ
で
。

仕
事
と
対
人
関
係
は
謙
虚
に
。

誰
に
で
も
旧
事
に
触
れ
ず
噂

話
と
誤
解
に
気
を
つ
け
る
。

金
銭
は
堅
く
体
調
は
優
し
い
。

三
月
は
見
通
し
明
る
く
予

定
を
こ
な
す
。
仕
事
で
実
力

を
表
す
が
独
断
を
避
け
る
。

家
族
愛
し
て
幸
せ
を
味
わ
う
。

金
員
揉
め
る
の
で
用
心
。

二
月
筮
―
天
山
遯
上
九

三
月
筮
―
艮
為
山
六
四

二
月
は
積
極
的
に
未
処
理

を
片
付
け
る
。
中
旬
に
大
役

果
た
し
て
慢
心
せ
ず
、
交
際

面
で
小
さ
な
誤
解
を
生
じ
や

す
い
。
家
族
で
春
の
気
配
を

楽
し
む
と
体
調
は
快
適
。

三
月
は
公
私
共
に
柔
軟
方

針
。
強
気
に
出
る
と
裏
目
に

出
や
す
い
。
仕
事
は
頂
上
の

忙
し
さ
。
家
庭
は
仲
良
く
、

感
染
と
ス
ト
レ
ス
を
避
け
る
。

二
月
筮
―
巽
為
風
九
五

三
月
筮
―
地
火
明
夷
六
二

二
月
は
順
調
に
進
め
る
た

め
予
定
を
第
一
に
。
安
請
け

合
い
の
苦
労
あ
り
。
仕
事
で

腕
を
振
る
う
機
会
は
中
旬
。

私
用
は
延
び
て
気
を
揉
む
。

金
運
は
安
定
で
生
活
ペ
ー
ス

変
わ
ら
ず
。

三
月
は
平
穏
で
ゆ
っ
く
り

運
。
雑
用
多
く
邪
魔
事
に
翻

弄
。
職
場
や
家
庭
は
流
れ
に

合
わ
せ
る
の
が
賢
い
。
利
殖

法
に
注
目
。
体
調
は
良
い
。

二
月
筮
―
風
水
渙
六
四

三
月
筮
―
山
風
蠱
六
五

二
月
も
相
変
わ
ら
ず
多
事

多
用
。
公
私
に
停
滞
気
味
で

気
が
焦
る
。
思
い
が
け
ず
の

朗
報
が
上
旬
。
懸
案
事
項
は

も
う
一
歩
で
ま
と
ま
る
。
書

類
手
続
き
の
処
理
と
足
腰
が

疲
れ
る
。

三
月
、
活
気
は
続
く
。
復

調
の
兆
し
が
あ
り
、
見
通
し

明
る
い
。
女
性
は
母
性
愛
を

強
く
出
す
。
金
銭
は
不
意
の

出
費
と
心
身
の
疲
れ
を
癒
す
。

二
月
筮
―
地
沢
臨
初
爻

三
月
筮
―
沢
雷
随
初
九

二
月
は
精
気
が
戻
り
、
向

上
心
が
あ
ふ
れ
る
。
旧
態
の

ま
ま
で
よ
く
、
新
風
を
起
こ

さ
ず
。
仕
事
は
奇
を
て
ら
わ

ず
着
実
さ
第
一
に
。
我
が
家

に
歓
あ
り
心
静
ま
る
。
小
金

は
動
く
。
足
腰
鍛
え
る
。

三
月
は
一
息
つ
い
て
安
心
。

普
段
と
変
わ
ら
な
い
が
、
外

出
先
で
油
断
あ
り
。
将
来
に

望
む
仕
事
う
ご
め
く
。
金
運

低
調
で
も
交
友
や
健
康
に
恵

ま
れ
る
。

二
月
筮
―
山
雷
頤
六
四

三
月
筮
―
水
風
井
九
三

二
月
は
現
状
維
持
。
変
化

を
求
め
ず
平
穏
に
。
書
類
は

期
限
と
紛
失
注
意
。
口
の
禍

い
は
噂
か
ら
始
ま
っ
て
中
旬

厳
し
い
。
副
業
話
に
乗
っ
て

み
る
金
運
。
歯
と
喉
に
用
心
。

三
月
は
公
私
の
用
事
山
積

み
で
骨
を
折
る
。
協
力
者
を

得
て
上
手
に
善
処
。
家
庭
に

難
問
出
る
が
助
言
を
求
め
る
。

金
運
は
平
凡
。
健
康
は
平
穏
。

二
月
筮
―
水
沢
節
六
四

三
月
筮
―
水
風
井
九
二

二
月
は
日
々
を
大
事
に
過

ご
す
。
一
日
の
糧
に
喜
び
あ

り
。
仕
事
は
真
面
目
さ
を
買

わ
れ
る
。
私
事
の
相
談
で
善

意
が
仇
に
な
る
。
物
質
運
よ

く
、
週
末
の
休
養
は
嬉
し
い
。

三
月
は
紅
匂
う
桜
花
を
堪

能
。
予
定
の
変
更
や
見
込
み

違
い
に
対
処
。
家
庭
内
の
故

障
が
あ
れ
ば
手
当
。
視
力
と

歯
に
気
を
つ
け
る
。

二
月
筮
―
沢
雷
随
初
九

三
月
筮
―
乾
為
天
九
五

二
月
の
寒
さ
は
き
つ
い
が

生
活
に
変
わ
り
は
な
い
。
仕

事
安
泰
で
も
欲
を
出
す
と
損

す
る
。
公
私
に
他
山
の
石
か

ら
知
恵
学
ぶ
。
食
事
の
相
伴

か
ら
花
開
く
。
体
調
安
泰
。

三
月
は
出
す
ぎ
ず
慎
重
運
。

仕
事
は
主
役
よ
り
脇
役
で
喜

ば
れ
る
。
家
庭
は
絆
と
愛
が

あ
り
。
外
部
へ
の
実
力
発
揮

は
下
旬
。
体
調
良
好
。
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岩
﨑
紀
子
先
生

十
一
月
二
十
三
日
（
祝
）

足
立
区
勤
労
福
祉
会
館
に
お

い
て
、
有
宵
会
の
定
期
例
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
金
原

玄
周
先
生
の
司
会
の
も
と
、

福
田
先
生
の
ご
挨
拶
に
続
き
、

三
名
の
先
生
方
（
菅
原
有
恒

先
生
、
八
川
林
加
先
生
、
福

田
有
宵
先
生
）
か
ら
ご
講
演

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

第
一
部

「
清
真
会
と
周
易
」

―
存
誠
（
そ
ん
せ
い
）
―

有
宵
会
の
顧
問
で
あ
る
菅

原
有
恒
先
生
よ
り
ご
講
演
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
清
真
会

と
は
、
菅
原
先
生
が
理
事
長

を
務
め
る
、
自
詠
自
書
の
会

（
書
道
の
会
）
で
す
。

以
下
、
菅
原
先
生
の
お
話

本
日
は
、
易
が
ど
ん
な
と

こ
ろ
で
使
わ
れ
て
い
る
か
、

と
い
う
例
を
お
話
し
し
ま
す
。

清
真
会
は
来
年
七
十
周
年

を
迎
え
、
機
関
誌
も
千
八
十

三
号
を
発
行
し
た
と
こ
ろ
で

す
。
会
で
は
、
自
分
で
漢
詩

（
ま
た
は
短
歌
・
俳
句
）
を

作
っ
て
、
自
分
で
書
く
と
い

う
こ
と
を
し
て
い
ま
す
。
自

分
の
言
葉
、
心
を
書
く
と
い

う
こ
と
で
す
ね
。

清
真
会
の
屋
号
は
「
存
誠

舎
（
そ
ん
せ
い
し
ゃ
）
」
と

い
い
、
清
真
会
を
創
立
さ
れ

た
金
子
清
超
先
生
の
お
宅
を

存
誠
舎
と
称
し
て
い
ま
す
。

私
は
こ
の
金
子
先
生
に
学

生
時
代
か
ら
師
事
し
て
お
り

ま
し
て
、
毎
週
一
回
、
先
生

の
お
宅
に
通
い
、
漢
詩
を
作

る
た
め
に
漢
学
（
四
書
五
経
）

を
勉
強
し
ま
し
た
。
そ
の
中

に
易
経
も
あ
り
ま
し
た
。
そ

れ
が
今
で
も
生
き
て
い
て
、

今
日
こ
の
よ
う
に
皆
さ
ん
に

お
話
し
で
き
る
訳
で
す
。
物

事
は
何
事
も
人
生
に
プ
ラ
ス

に
な
る
も
の
で
す
ね
。

金
子
先
生
の
部
屋
に
は

「
存
誠
銘
」
と
書
か
れ
た
三

十
二
文
字
の
漢
詩
の
扁
額
が

飾
っ
て
あ
り
、
こ
れ
は
金
子

先
生
の
師
で
あ
る
山
田
濟
齋

先
生
か
ら
昭
和
二
十
四
年
に

贈
ら
れ
た
も
の
で
す
。

「
存
誠
銘
」

閑
邪
存
誠

大
哉
易
理

道
藝
不
二

道
進
乎
技

防
之
閑
之

不
閑
何
存

存
存
閑
閑

化
化
之
門

邪
を
閑
（
ふ
せ
）
い
で
誠

を
存
す

大
い
な
る
哉

易
の
理

道
と
藝
は
二
つ
な
ら
ず

道
は
技
よ
り
も
進
む

之
を
防
ぎ
之
を
閑
ぎ

閑
が
ず
ん
ば
何
ぞ
存
せ
ん

存
し
存
し
閑
ぎ
閑
ぐ
は

化
々
の
門

【
解
説
】

◎
閑
邪
存
誠

大
哉
易
理

「
存
誠
」
と
は
、
周
易
の
十

翼
の
一
つ
文
言
伝
の
「
乾
の

九
二
」
の
中
に
あ
る
語
句

「
閑
邪
存
誠
（
か
ん
じ
ゃ
そ

ん
せ
い
）
」
か
ら
き
て
お
り
、

意
味
は
、
「
邪
を
閑
（
ふ
せ
）

い
で
誠
を
存
す
」
で
す
。

乾
の
九
二
は
「
龍
の
田
に

見
（
あ
ら
わ
）
れ
る
也
、
邪

を
閑
（
防
に
同
じ
）
い
で
誠

を
存
す
、
其
の
徳
博
（
ひ
ろ
）

く
し
て
化
す
。
」
で
す
。

こ
れ
は
、
「
地
に
潜
ん
で

い
た
龍
が
世
に
現
れ
た
。
邪

な
気
持
ち
を
制
御
し
て
、
常

に
誠
実
で
あ
ろ
う
と
心
が
け

て
い
る
。
世
の
た
め
人
の
た

め
に
尽
し
て
、
そ
れ
を
誇
ろ

う
と
す
る
気
持
ち
が
微
塵
も

な
い
。
こ
の
よ
う
な
人
物
で

あ
る
か
ら
、
そ
の
人
徳
に
多

く
の
人
が
感
化
さ
れ
る
の
で

あ
る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

乾
の
卦
は
、
潜
ん
で
い
た

龍
が
や
っ
と
地
上
に
現
れ
、

天
に
向
か
っ
て
登
っ
て
い
く

と
い
う
も
の
で
す
ね
。

九
五
の
龍
（
山
田
先
生
）

を
師
匠
と
し
て
学
ん
で
い
た
、

九
二
の
龍
（
金
子
先
生
）
が

地
に
潜
ん
で
い
る
と
こ
ろ
か

ら
頭
を
出
し
た
。

金
子
先
生
は
、
銘
を
贈
ら

れ
た
三
年
後
の
平
成
二
十
七

年
に
清
真
会
を
創
立
し
ま
す

が
、
丁
度
、
地
上
に
出
た
龍

を
、
師
匠
は
金
子
先
生
と
見

て
、
乾
の
九
二
の
言
葉
を
選

ん
で
贈
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
。

ま
た
私
は
、
乾
の
九
二
に

つ
い
て
、
九
二

の
師
で
あ
る
九

五
と
は
、
自
分

以
外
の
人
す
べ

て
は
師
で
あ
り
、

学
ぶ
べ
き
と
こ

ろ
が
あ
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。

◎
道
藝
不
二

道
進
乎
技

道
と
は
行
く

べ
き
道
筋
で
あ

り
、
藝
（
書
）

の
道
に
勉
め
な

さ
い
と
い
う
こ

と
。

ま
た
、
道
（
目
標
）
が
先

に
あ
り
、
そ
れ
に
応
じ
て
技

を
磨
い
て
い
く
。

皆
さ
ん
の
場
合
は
易
の
道

で
す
が
、
易
を
何
の
為
に
行

う
か
。
自
分
の
為
で
も
あ
り
、

何
よ
り
人
の
幸
せ
の
為
で
も

あ
り
ま
す
ね
。
そ
の
為
に
ど

う
技
を
磨
い
て
い
く
か
を
考

え
る
と
良
い
と
思
い
ま
す
。

◎
防
之
閑
之

不
閑
何
存

「
之
」
と
は
邪
を
表
す
。

「
存
」
と
は
存
在
を
表
す
。

邪
を
防
ぎ
、
ま
た
、
防
が
な

け
れ
ば
誠
が
存
在
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
。
ま
た
、
誠
に

至
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
で

は
、
邪
と
は
何
か
。
そ
れ
は
、

名
誉
や
資
格
の
こ
と
で
あ
り
、

こ
れ
に
こ
だ
わ
ら
な
い
こ
と
。

◎
存
存
閑
閑

化
化
之
門

強
調
の
た
め
に
同
じ
言
葉

を
二
つ
重
ね
る
の
は
漢
語
の

特
徴
で
す
。
と
こ
と
ん
誠
を

存
在
さ
せ
る
に
は
と
こ
と
ん

邪
を
防
ぎ
、
そ
れ
で
こ
そ
徳

を
も
っ
て
感
化
さ
せ
、
存
誠

の
門
に
入
る
こ
と
が
で
き
る
。

以
上
、
お
話
し
し
た
よ
う

に
、
金
子
先
生
が
戦
後
の
混

乱
の
中
、
新
し
い
実
践
を
模

索
さ
れ
て
い
る
状
況
下
で
、

師
で
あ
る
山
田
先
生
か
ら
、
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乾
の
九
二
の
句
を
贈
ら
れ
た

と
い
う
こ
と
が
、
時
期
を
得

て
妙
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

「
存
誠
」
は
会
を
作
る
に
あ

た
っ
て
示
唆
を
受
け
た
言
葉

で
あ
り
、
易
が
書
の
世
界
で

も
生
き
て
い
る
と
い
う
例
で

し
た
。

◎
書
に
つ
い
て
思
う
こ
と

私
は
八
千
代
市
に
住
ん
で

い
ま
す
。
毎
年
、
市
の
展
覧

会
が
あ
り
、
今
年
は
う
ち
わ

に
字
を
書
こ
う
と
い
う
事
で
、

私
は
「
明
る
く

楽
し
く

生
き
る
」
と
書
き
ま
し
た
。

清
真
会
で
は
、
上
野
公
園

内
の
東
京
都
美
術
館
で
定
期

的
に
展
覧
会
を
行
っ
て
い
ま

す
。
書
は
、
①
詩
を
作
る
楽

し
み

②
書
を
書
く
楽
し
み

③
会
場
に
来
場
さ
れ
る
方

に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
こ
と
。

そ
こ
で
多
く
の
方
と
交
流
し
、

こ
れ
も
楽
し
み
で
す
。
楽
し

く
あ
れ
ば
生
き
る
こ
と
に
希

望
が
持
て
ま
す
。
こ
の
事
を
、

う
ち
わ
に
書
き
ま
し
た
。

今
、
書
道
を
す
る
人
が
少

な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
現
在

は
楽
し
い
趣
味
が
沢
山
あ
り

ま
す
か
ら
ね
。
書
を
皆
さ
ん

に
ど
う
楽
し
ん
で
も
ら
う
か
、

模
索
す
る
日
々
で
す
。

◎
道
号
に
つ
い
て

金
子
先
生
は
周
易
に
興
味

を
お
持
ち
で
、
ご
自
分
で
筮

竹
を
作
り
、
使
っ
て
お
ら
れ

ま
し
た
。
弟
子
の
道
号
に
も
、

私
の
よ
う
に
周
易
か
ら
選
ん

で
授
与
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

道
号
と
は
、
自
分
の
人
生

の
糧
と
な
る
も
の
で
す
。

私
の
道
号
「
有
恒
」
は
、

易
の
風
火
家
人
の
象
伝
か
ら

き
て
い
ま
す
。

「
言
有
レ
物

而
行
有
レ
恒
」

と
あ
り
、
「
言
に
物
有
り
、

而
し
て
行
に
恒
あ
り
」
で
す
。

論
語
に
も
あ
り
ま
す
ね
。

「
難
有
恒
」
と
あ
り
、

「
恒
有
り
難
し
」
で
す
。

言
は
口
で
あ
り
、
言
葉
に

発
す
る
こ
と
。
物
は
実
物
。

物
事
を
発
言
す
る
こ
と
で
、

そ
れ
は
実
際
の
物
と
し
て
認

め
ら
れ
る
。
発
言
す
る
際
は

誤
解
を
生
ま
な
い
よ
う
に
言

葉
を
選
ぶ
こ
と
で
す
。

恒
は
恒
星
と
い
う
よ
う
に

動
き
は
い
つ
も
同
じ
。
自
分

な
り
の
正
し
い
行
い
は
変
え

な
い
こ
と
。
変
わ
ら
な
い
行

い
は
信
頼
に
つ
な
が
る
。
物

事
は
信
頼
の
上
に
成
り
立
っ

て
い
ま
す
。
自
分
の
行
い
は
、

時
に
誤
っ
た
も
の
も
あ
る
が
、

良
い
も
の
も
悪
い
も
の
も
含

め
、
自
分
で
あ
り
、
良
い
と

こ
ろ
を
生
か
し
て
い
く
こ
と

が
良
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

そ
れ
が
、
皆
さ
ん
が
お
客
さ

ん
に
易
を
役
立
て
る
際
に
重

要
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

第
二
部

「
お
み
く
じ
で
占
う
」

有
宵
会
の
理
事
及
び
事
務

局
長
で
あ
る
八
川
林
加
先
生

よ
り
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

以
下
、
八
川
先
生
の
お
話

◎
お
み
く
じ
と
の
縁

私
が
お
み
く
じ
に
興
味
を

持
っ
た
の
は
、
有
宵
会
で
浅

草
に
あ
る
鷲
在
山
・
長
國
寺

様
に
一
の
酉
の
お
参
り
し
た

こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。

そ
の
折
に
、
引
い
た
お
み

く
じ
を
福
田
先
生
に
鑑
定
い

た
だ
い
た
と
こ
ろ
、
「
職
場

で
右
隣
に
座
っ
て
い
る
人
物

に
問
題
が
あ
り
ま
す
。
」
と
、

あ
ま
り
に
も
的
確
に
現
実
を

示
し
た
内
容
で
あ
っ
た
こ
と

に
感
動
し
、
自
分
で
も
お
み

く
じ
を
研
究
し
始
め
ま
し
た
。

平
成
十
五
年
の
事
で
、
毎

年
欠
か
さ
ず
お
参
り
し
、
今

年
で
二
十
年
を
迎
え
ま
す
。

私
は
、
福
田
先
生
よ
り
教

え
て
い
た
だ
い
た
お
み
く
じ

を
、
占
法
の
一
つ
に
加
え
ら

れ
な
い
か
と
い
う
思
い
で
日
々

実
践
し
て
い
ま
す
。

◎
社
寺
の
お
み
く
じ

歴
史
的
な
背
景
と
し
て
、

明
治
以
前
の
神
仏
習
合
時
代

に
は
、
神
社
も
元
三
大
師
御

籤
を
用
い
て
い
る
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
。
こ
れ
は
比
叡
山

に
お
ら
れ
た
元
三
大
師
が
は

じ
め
ら
れ
た
漢
詩
で
書
か
れ

た
御
籤
で
す
。

そ
の
後
、
明
治
の
神
仏
判

然
令
（
神
仏
分
離
）
以
降
、

神
社
で
は
「
歌
占
（
う
た
う

ら
）
」
と
よ
ば
れ
る
和
歌
や

短
歌
形
式
に
よ
る
お
み
く
じ

が
主
流
に
な
り
ま
し
た
。
神

様
の
お
告
げ
は
歌
に
示
さ
れ
、

歌
に
本
来
、
吉
凶
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
現
在
で
は
吉
凶
を

載
せ
て
い
ま
す
。

社
寺
共
通
し
て
、
お
み
く

じ
に
易
の
要
素
が
み
ら
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
当
時

の
日
本
の
儒
家
は
、
宋
か
ら

渡
っ
て
き
た
易
経
を
教
養
の

書
と
し
て
い
ま
し
た
。
易
経

を
学
ん
だ
儒
家
が
お
み
く
じ

に
易
の
要
素
を
取
り
入
れ
た

と
い
う
説
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
元
三
大
師
御
籤
は

宋
で
作
ら
れ
た
天
竺
霊
籤
が

基
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
中

に
は
易
経
の
教
え
が
組
み
込

ま
れ
て
い
ま
す
。

易
が
お
み
く
じ
に
取
り
入

れ
ら
れ
、
様
々
な
解
釈
に
よ

り
各
社
寺
で
独
自
に
発
展
し

て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
易
と
は
関
係

な
く
、
社
寺
に
よ
っ
て
個
性

豊
か
な
形
式
の
お
み
く
じ
が

あ
り
、
優
劣
は
な
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

◎
神
社
の
歌
占
に
つ
い

て
日
本
で
神
様
が
詠
ん
だ
最

古
の
和
歌
を
ご
存
じ
で
す
か
？

「
八
雲
立
つ

出
雲
八
重
垣

妻
籠
み
に

八
重
垣
造
る

そ
の
八
重
垣
を
」

こ
れ
は
素
盞
嗚
尊
が
櫛
稲

田
姫
を
妻
に
迎
え
新
居
を
建

て
た
際
に
、
そ
の
喜
び
を
詠

ん
だ
歌
で
す
。

（
参
考
文
献
：
「
神
話
の
お

へ
そ
」
『
日
本
書
記
編
』
神

社
本
庁
監
修
）

ま
た
、
歌
占
で
は
神
様
が

そ
の
お
気
持
ち
を
表
し
た
歌

を
引
い
た
場
合
は
吉
占
と
言

う
説
で
解
釈
し
て
い
る
研
究

者
も
お
り
、
ま
た
、
神
様
が

「
我
（
わ
れ
・
わ
が
）
」
と

い
う
言
葉
を
使
っ
て
い
る
場

合
も
同
様
で
す
。

◎
鑑
定
の
ポ
イ
ン
ト

１
．
誰
が
引
い
た
か
。

（
１
）
自
分
で
引
い
た
場
合

は
、
自
分
の
身
の
回
り
の
狭

い
範
囲
の
内
容
が
示
さ
れ
る
。

（
２
）
社
寺
の
方
が
引
い
た

場
合
は
、
個
人
が
知
り
た
い

内
容
だ
け
で
な
く
、
自
分
を

と
り
ま
く
環
境
や
家
族
を
含

め
た
全
般
の
啓
示
が
あ
る
。

２
．
社
寺
の
ご
祭
神
・
宗
旨

ご
祭
神
等
の
組
み
合
わ
せ
で

見
る
。
例
え
ば
ご
祭
神
が
フ
ァ

ミ
リ
ー
で
、
複
数
い
る
場
合

は
家
族
に
関
す
る
象
意
が
出

る
、
宇
迦
之
御
魂
神
（
稲
の

神
）
な
ら
食
や
金
銭
面
に
関

す
る
象
意
が
出
る
と
い
う
場

合
が
あ
り
ま
す
。

３
．
お
み
く
じ
の
吉
凶

ど
の
く
じ
を
引
い
て
も
、

そ
の
中
に
は
吉
凶
両
方
が
含

ま
れ
ま
す
。
全
体
は
吉
だ
け

れ
ど
も
、
気
を
付
け
な
け
れ

ば
い
け
な
い
ポ
イ
ン
ト
を
凶

で
示
さ
れ
る
、
ま
た
は
そ
の

逆
も
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

◎
神
社
の
み
く
じ
と
人

物
女
子
道
社
を
ご
存
じ
で
す

か
？
日
本
の
神
社
の
お
み
く

じ
製
造
の
七
十
％
を
占
め
る

山
口
県
に
あ
る
会
社
で
、
宮

本
重
胤
（
し
げ
た
ね
）
さ
ん

と
い
う
、
二
所
山
田
神
社
の
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宮
司
さ
ん
が
始
め
ら
れ
ま
し

た
。
こ
の
方
は
明
治
十
四
年

生
ま
れ
で
、
本
命
は
二
黒
土

星
、
月
命
は
四
緑
木
星
で
す
。

明
治
期
の
女
性
は
、
家
長
に

従
う
こ
と
が
当
た
り
前
。

そ
の
時
代
に
宮
本
さ
ん
は
、

女
性
の
地
位
向
上
を
訴
え
、

「
女
子
道
」
と
い
う
機
関
誌

を
発
行
し
ま
す
。
こ
こ
で
は

料
理
の
レ
シ
ピ
や
短
歌
な
ど

が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
女
性
神
職
の
登
用

に
も
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

國
學
院
大
學
大
学
院
で
宮

本
神
職
の
研
究
を
さ
れ
て
い

た
小
林
晃
枝
先
生
の
論
文

「
宮
本
重
胤
の
『
婦
人
神
職

任
用
論
』
に
関
す
る
小
考
」

に
よ
る
と
、
お
み
く
じ
製
造

を
始
め
た
の
は
、
機
関
誌
発

行
の
資
金
捻
出
の
た
め
と
い

う
こ
と
で
す
が
、
そ
も
そ
も

女
性
の
力
に
な
ろ
う
と
思
っ

た
キ
ッ
カ
ケ
は
、
夢
で
神
様

か
ら
「
女
性
の
力
に
な
っ
て

あ
げ
な
さ
い
。
」
と
言
わ
れ

た
こ
と
だ
そ
う
で
す
。

こ
の
方
は
父
が
早
く
に
亡

く
な
り
、
十
五
歳
で
実
家
の

神
社
を
継
ぎ
ま
し
た
。
祖
母

と
母
の
手
で
育
ち
、
本
命
が

二
黒
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、

女
性
と
縁
の
あ
る
方
で
す
ね
。

お
み
く
じ
に
は
こ
の
よ
う
な

先
人
の
思
い
も
あ
る
と
い
う

例
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。

◎
お
み
く
じ
と
漢
字

特
に
寺
院
の
お
み
く
じ

（
漢
詩
で
書
か
れ
て
い
る
）

で
、
書
か
れ
て
い
る
漢
字
と

結
び
つ
く
事
柄
を
予
想
す
る

方
法
が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
神
様
は
「
柱
や

座
」
、
仏
様
は
「
尊
や
体
」

と
い
う
単
位
で
呼
び
ま
す
。

こ
の
漢
字
が
記
載
さ
れ
て

い
た
ら
、
神
仏
に
関
係
す
る

事
柄
が
生
じ
る
。
私
事
で
す

が
、
父
が
亡
く
な
っ
た
年
の

初
め
に
頂
い
た
年
み
く
じ
で

は
、
「
往
」
「
享
」
と
あ
り
、

「
往
く
」
（
漢
字
は
異
な
る

が
逝
く
に
関
係
す
る
と
解
釈

し
た
）
「
往
生
」
「
享
年
」

に
繋
が
っ
て
い
る
と
思
い
ま

し
た
。

◎
お
み
く
じ
の
例
題

鷲
在
山
長
國
寺
の
お
み
く

じ
の
紹
介
で
す
。
こ
ち
ら
は

漢
詩
で
法
華
経
の
教
え
を
説

い
た
お
み
く
じ
で
、
法
華
経

御
鬮
霊
感
籤
（
ほ
け
き
ょ
う

み
く
じ
れ
い
か
ん
せ
ん
）
と

言
い
、
九
十
六
番
ま
で
あ
り

ま
す
。
元
三
大
師
御
籤
は
百

番
と
い
う
キ
リ
の
良
い
数
で

あ
る
の
に
対
し
、
な
ぜ
九
十

六
番
な
の
で
し
ょ
う
？

こ
れ
は
、
『
法
華
経
見
宝

塔
品
（
け
ん
ほ
う
と
う
ほ
ん
）

第
十
一
』
に
説
か
れ
る
偈
文

の
「
此
経
難
持
」
と
い
う
お

経
の
漢
字
の
文
字
が
九
十
六

文
字
で
あ
り
、
お
経
か
ら
で

き
て
い
る
お
み
く
じ
と
言
え

ま
す
。

（
実
際
の
お
み
く
じ
解
説
）

第
八
十
九
番

大
吉

譬

二
如
貧
窮
人
一

往
至
親
友
家
一

其
家
甚
大
富

具
設
諸
餚
饍

私
が
十
一
月
の
お
酉
様
で

引
い
た
も
の
で
、
翌
年
の
運

勢
を
見
て
い
ま
す
。
一
句
目

を
一
～
三
月
の
運
勢
、
二
句

目
を
四
～
六
月
の
運
勢
と
、

句
を
三
ヵ
月
に
割
り
当
て
て

み
て
い
き
ま
す
。

（
一
～
三
月
）

自
分
の
力
は
弱
い
。
出
費

有
。
他
者
の
力
を
借
り
る
事
。

（
四
～
六
月
）

友
人
・
家
族
と
の
行
動
で

運
が
開
け
る
。
「
往
至
親
」

で
逝
去
し
た
親
に
関
す
る
事

柄
が
出
る
。
供
養
・
墓
な
ど
。

（
七
～
九
月
）

家
が
富
む
。
衣
食
住
に
関

す
る
事
柄
。
「
家
」
の
文
字

が
二
句
三
句
と
重
複
す
る
の

で
、
家
（
艮
の
意
）
を
強
調
。

（
十
～
十
二
月
）

「
具
設
備
」
で
家
の
設
備
を

修
繕
す
る
可
能
性
有
。

ま
と
め
る
と
、
自
分
一
人

で
は
十
分
で
は
な
い
こ
と
を

戒
め
る
内
容
だ
が
、
協
力
者

が
い
れ
ば
運
が
開
け
る
と
い

う
解
釈
を
し
ま
し
た
。

ま
た
、
お
み
く
じ
は
、
引

い
た
方
の
年
齢
に
よ
っ
て
注

目
す
る
時
期
が
あ
る
こ
と
も

重
要
で
す
。
例
え
ば
学
生
は
、

二
句
目
、
三
句
目
に
注
目
し

て
い
ま
す
。

新
学
期
が
始
ま
る
四
月

（
二
句
目
）
に
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
阻
害
す
る
も
の
が
無
い

か
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク

明
け
の
五
～
六
月
に
注
意
を

暗
示
す
る
も
の
が
な
い
か
、

勉
強
の
内
容
が
上
半
期
に
比

較
し
て
難
し
く
な
る
九
～
十

月
（
三
句
目
）
は
ど
う
か
。

注
意
だ
け
で
な
く
、
良
い

内
容
も
示
さ
れ
る
の
で
、
そ

の
部
分
を
生
か
し
、
良
い
方

向
に
も
っ
て
い
け
た
ら
と
思

い
ま
す
。

第
三
部

「
令
和
五
年
の
回
顧
」

福
田
有
宵
先
生
よ
り
ご
講

演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

以
下
、
福
田
先
生
の
お
話

今
年
も
有
宵
会
の
開
催
と
会

報
の
発
行
を
無
事
行
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
も
講
師
の
先
生
方
、

議
事
録
担
当
、
編
集
担
当
、

そ
の
他
担
当
の
方
々
の
ご
協

力
の
お
か
げ
で
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
国
内
外
情
勢
】

今
年
の
海
外
情
勢
で
は
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
行
方
、
十
月

の
ハ
マ
ス
に
よ
る
イ
ス
ラ
エ

ル
攻
撃
が
あ
り
、
二
つ
の
戦

争
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。
人

間
の
歴
史
は
戦
争
と
平
和
の

繰
り
返
し
で
あ
り
、
愚
か
な

こ
と
で
あ
り
ま
す
。

◎
ミ
ャ
ン
マ
ー
内
戦
問
題

雷
地
予
六
二

ク
ー
デ
タ
ー
を
起
こ
し
た

軍
隊
（
現
在
の
政
府
）
が
権

力
を
維
持
し
、
一
旦
落
ち
着

く
ま
で
こ
の
状
況
が
四
～
五

年
続
き
ま
す
。
そ
の
た
め
、

現
在
は
内
戦
の
終
結
は
な
い

と
思
わ
れ
ま
す
。

◎
日
本
の
物
価
問
題

風
天
小
蓄
上
九

爻
辞
に
は
、
「
既
に
雨
ふ

り
、
既
に
と
ど
ま
る
。
君
子

往
け
ば
凶
。
」
と
あ
り
、
物

価
は
頭
打
ち
。
現
在
の
経
過

と
し
て
は
、
一
部
の
物
価
は

値
上
が
り
が
続
く
が
、
お
お

よ
そ
の
物
価
は
高
止
ま
り
し
、

一
旦
落
ち
着
く
と
い
う
と
こ

ろ
。ま

た
、
円
安
が
続
い
て
問

題
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
円

安
が
続
く
か
ど
う
か
で
は
、

火
沢
睽
六
三
で
す
。

六
三
は
、
人
の
頭
髪
や
、

鼻
が
切
ら
れ
る
と
い
う
刑
罰

を
受
け
る
意
味
合
い
の
爻
辞

と
な
っ
て
い
ま
す
。

円
安
問
題
を
占
っ
て
、
何

故
こ
ん
な
乱
暴
な
卦
を
得
た

の
で
し
ょ
う
か
？

日
銀
は
渋
味
状
態
で
、
現

状
を
変
え
る
こ
と
を
良
し
と

し
て
い
ま
せ
ん
。
株
価
暴
落

な
ど
大
き
な
急
変
が
あ
れ
ば
、

為
替
の
操
作
を
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
が
、
現
状
で
は
手

を
出
さ
な
い
。
火
沢
睽
六
三

を
得
て
い
る
の
で
、
様
子
を

見
る
し
か
な
い
。
現
段
階
で

は
、
日
本
側
か
ら
手
を
打
つ

こ
と
は
な
い
と
見
ま
す
。

で
は
日
銀
が
今
後
、
金
融

政
策
の
修
正
を
行
う
か
で
は
、

沢
天
夬
上
六
を
得
ま
し
た
。
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爻
辞
に
は
、
「
號
う
无
し
。

終
に
凶
有
り
。
」
と
あ
り
、

大
声
を
出
し
て
呼
ん
で
も
答

え
な
い
。

上
六
は
、
そ
ろ
そ
ろ
答
え

を
出
さ
な
い
と
な
ら
な
い
時

期
に
来
て
い
る
と
こ
ろ
で
す

が
、
日
銀
は
「
修
正
を
し
た

く
な
い
。
嫌
だ
。
」
と
言
っ

て
い
る
わ
け
で
す
ね
。

◎
エ
ル
ジ
ー
ビ
ー
テ
ィ
ー

に
つ
い
て
（L

G
BT

）

エ
ル
ジ
ー
ビ
ー
テ
ィ
ー
の

方
々
が
法
律
を
変
え
る
た
め

の
努
力
を
し
て
い
ま
す
。

最
高
裁
に
お
い
て
は
、
手

術
を
必
要
と
し
た
性
別
変
更

に
つ
い
て
違
憲
判
断
が
さ
れ

ま
し
た
。

そ
の
皆
さ
ん
の
存
在
の
意

義
、
ま
た
、
生
き
て
い
く
た

め
に
ど
う
し
た
ら
良
い
か
。

と
い
う
社
会
の
動
き
が
あ
り

ま
す
。

私
達
が
こ
の
方
々
の
ご
相

談
を
受
け
た
際
に
ど
の
よ
う

に
対
応
で
き
る
か
。
ま
た
、

ど
う
あ
る
べ
き
か
。
占
い
は

人
間
味
の
あ
る
も
の
で
す
。

今
後
考
え
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
ね
。

◎
旧
統
一
教
会
に
つ
い
て

山
沢
損
九
二

爻
辞
に
は
、
「
貞
に
利
し
。

往
け
ば
凶
。
」
と
あ
り
ま
す
。

被
害
の
救
済
が
与
え
ら
れ
る

か
が
問
題
で
す
。
山
沢
損
の

卦
を
得
た
の
で
、
救
済
に
入

る
動
き
が
見
ら
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
十
分
で
は
な
い

で
し
ょ
う
。
救
済
に
入
る
ま

で
に
時
間
が
か
か
り
、
一
部

救
済
は
で
き
る
が
、
全
部
は

で
き
な
い
と
見
ま
す
。

◎
温
暖
化
問
題

地
球
の
海
水
温
度
が
上
が
っ

て
お
り
、
海
洋
環
境
や
台
風

に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。

自
然
は
人
間
が
制
御
で
き
な

い
も
の
で
す
。

占
い
は
先
を
見
て
、
為
に

な
る
要
件
を

作
り
た
い
わ

け
で
す
。
で

す
が
、
自
然

災
害
に
対
し

て
は
事
前
に

手
を
打
て
ず
、

被
害
を
受
け

て
か
ら
、
そ

の
対
処
を
す

る
に
留
ま
っ

て
し
ま
う
。

人
間
の
知
恵

が
ま
だ
ま
だ

及
ば
な
い
と

こ
ろ
で
あ
り
、

課
題
で
あ
り

ま
す
。

◎
明
治
神
宮
外
苑
の
再
開

発
火
沢
睽
上
九

ユ
ネ
ス
コ
の
諮
問
機
関
で

あ
る
イ
コ
モ
ス
が
再
開
発
に

対
し
て
中
止
を
求
め
、
東
京

都
と
事
業
者
に
警
告
の
文
書

を
送
っ
て
い
ま
す
。

卦
は
、
こ
の
状
態
を
表
し

て
い
ま
す
。

次
に
、
都
と
事
業
者
は
木

を
切
る
の
か
（
再
開
発
を
実

行
す
る
の
か
）
を
筮
し
、
地

山
謙
の
六
五
を
得
ま
し
た
。

都
は
政
策
上
、
低
姿
勢
で

臨
ん
で
い
る
。
一
時
停
滞
す

る
成
り
行
き
に
な
る
で
し
ょ

う
が
、
実
行
す
る
気
は
十
分

あ
る
。
撤
退
と
い
う
気
持
ち

は
な
く
、
再
開
発
と
い
う
美

名
の
も
と
に
実
行
さ
れ
る
の

で
は
な
い
か
。
ま
た
、
現
在

は
工
事
費
（
原
材
料
の
高
騰
）

問
題
も
あ
り
ま
す
ね
。

さ
ら
に
卦
を
叩
い
て
み
ま

す
。
「
再
開
発
を
し
た
い
」

と
い
う
事
の
基
準
卦
は
、
山

地
剥
に
な
り
ま
す
。
剥
は
木

を
削
り
取
っ
て
い
こ
う
と
す

る
も
の
で
す
。

し
か
し
、
今
回
い
た
だ
い

た
卦
は
地
山
謙
で
す
。
こ
れ

は
易
位
生
卦
と
い
っ
て
、
山

地
剥
の
外
卦
の
艮
が
、
内
卦

に
来
た
事
に
よ
っ
て
、
地
山

謙
に
な
っ
た
訳
で
す
。
艮
と

い
う
形
が
再
開
発
の
要
点
に

な
っ
て
い
ま
す
。

地
山
謙
の
六
五
の
爻
辞
に

は
、
「
用
い
て
侵
伐
す
る
に

利
し
き
は
、
服
せ
ざ
る
を
征

す
る
な
り
。
」
と
あ
り
ま
す
。

大
衆
を
説
得
す
る
方
針
と
な

る
の
で
、
再
開
発
を
進
め
る

こ
と
で
し
ょ
う
。
謙
卦
で
時

機
を
待
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。菅

原
先
生
、
八
川
先
生
、

福
田
先
生
、
貴
重
な
お
話
を

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
Ｎ
Ｐ
Ｏ
通
信
】

◎
賛
助
金
ご
報
告

次
の
か
た
が
た
よ
り
、
有

宵
会
活
動
へ
の
賛
助
を
賜
り

ま
し
た
。

皆
様
か
ら
の
ご
厚
情
に
心

か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
六
年
一
月
二
十
日
現
在

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

今
中
正
美

今
中
陽
子
鬼

頭
祥
寛

阿
部
治

慶
峰

吉
本
真
由
美

川
﨑
有
紗

八
川
林
加

＊
賛
助
金
を
銀
行
振
り
込
み

で
お
送
り
頂
い
た
場
合
は
、

掲
載
が
遅
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
何
卒
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―

◎
行
事
・
活
動
報
告

足
立
区
勤
労
福
祉
会
館
様

よ
り
、
第
十
一
回
展
覧
会

「
わ
く
わ
く
き
ん
ぷ
く
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
広
場
」
へ
の
出
演
依

頼
を
い
た
だ
き
、
有
宵
会
で

は
、
有
志
の
先
生
方
を
募
り

無
料
鑑
定
会
を
開
催
い
た
し

ま
し
た
。

今
回
は
、
主
催
者
様
側
で

Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

紙
の
告
知
物
な
ど
を
駆
使
し

た
積
極
的
な
応
援
を
し
て
く

だ
さ
っ
た
効
果
で
、
想
定
を

超
え
る
ご
来
場
者
が
あ
り
、

や
む
な
く
ご
入
場
制
限
を
さ

せ
て
い
た
だ
く
シ
ー
ン
も
あ

り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、
就

学
前
の
お
子
様
か
ら
熟
年
層

の
か
た
ま
で
、
様
々
な
ご
年

齢
層
の
か
た
と
の
ご
縁
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

各
鑑
定
会
の
振
り
返
り
詳

細
に
つ
い
て
は
、
準
備
が
で

き
次
第
、
例
会
に
て
ご
報
告

を
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
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◆
日
時
／
令
和
五
年

十
一
月
二
十
五
日
(
土
)

第
十
一
回
展
覧
会
「
わ
く

わ
く
き
ん
ぷ
く
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
広
場
」
鑑
定
会

・
場
所
／
足
立
区
勤
労
福
祉

会
館

第
三
洋
室

・
鑑
定
人
数

一
〇
七
名

・
出
演
者

八
名

・
会
場
運
営

二
名

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

〈
出
演
者
〉

福
田
有
宵

泰
山
林
翰

秀
和
仙
宵

慶
峰

岩
崎
杏
泉

金
原
玄
周

宮
田
麻
有

八
川
林
加

〈
会
場
運
営
〉

鬼
頭
祥
寛

阿
部
治

―
―
―
―
―

令
和
五
年
の
締
め
く
く
り

と
し
て
、
福
田
有
宵
先
生
と

有
志
ら
が
集
い
、
検
見
川
神

社
様
の
大
晦
日
大
祓
祈
願
に

参
加
を
い
た
し
ま
し
た
。

年
末
年
始
の
境
内
は
、

「
竹
あ
か
り
」
作
家
様
の
光

の
展
示
作
品
に
よ
る
演
出
が

あ
り
、
夕
方
に
な
る
と
境
内

は
幻
想
的
な
世
界
が
広
が
っ

て
い
ま
し
た
。

◆
日
時
／
令
和
五
年

十
二
月
三
十
一
日
(
日
)

検
見
川
神
様

大
晦
日
大

祓
祈
願

・
場
所
／
検
見
川
神
社
様

（
千
葉
市
花
見
川
区
）

・
参
加
者

十
八
名

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

〈
参
加
者
〉

福
田
有
宵

佐
藤
宗
昡

岩
崎
杏
泉

慶
峰

杉
本
侑
穂

市
原
敬
子

他
、
有
志
の
十
二
名

―
―
―
―
―

毎
年
恒
例
と
な
り
ま
し
た

岩
槻
大
師
様
で
の
お
正
月
鑑

定
会
は
、
五
名
の
先
生
が
た

に
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
、
期
間
中
に
ご
来

場
者
様
か
ら
い
た
だ
い
た
鑑

定
金
は
、
全
額
を
岩
槻
大
師

様
に
志
納
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

◆
日
時
／
令
和
六
年

一
月
一
日
～
一
月
三
日
岩

槻
大
師
様

奉
仕
鑑
定
会

・
場
所
／
さ
い
た
ま
市
岩
槻

区
本
町

光
岩
山
釈
迦
院
岩

槻
大
師
彌
勒
寺
内

・
鑑
定
人
数

五
十
一
名

・
出
演
者

五
名

〈
出
演
者
〉
（
敬
称
略
）

一
日
：
佐
藤
宗
昡

ア
ク
ア
マ
ル
ム

二
日
：
杉
本
侑
穂

南
亜
希

三
日
：
佐
藤
宗
昡

岩
崎
杏
泉

―
―
―
―
―

◎
次
回
・
行
事
予
定

《
鑑
定
会
情
報
》

◇
江
東
区
東
大
島
文
化
セ

ン
タ
ー
様
主
催

体
験
教

室
「
ス
プ
リ
ン
グ
サ
ン
デ
ー
」

占
い
コ
ー
ナ
ー
（
無
料
）

・
日
程
／
令
和
六
年

二
月
十
一
日
（
日
）
建
国

記
念
の
日

・
場
所
／
東
大
島
文
化
セ

ン
タ
ー

二
階
第
五
研
修
室

（
都
営
地
下
鉄
新
宿
線
「
東

大
島
」
駅

大
島
口
出
口
よ

り
徒
歩
五
分
）

＊
会
員
か
ら
の
お
問
合
せ
は
、

佐
藤
宗
昡
先
生
ま
で

―
―
―
―
―

◇
江
東
区
総
合
区
民
セ
ン

タ
ー
様
主
催

（
仮
称
）
「
ら
・
館
ま
つ

り
」
占
い
コ
ー
ナ
ー

・
日
程
／
令
和
六
年

三
月
三
日
（
日
）

・
場
所
／
江
東
区
総
合
区

民
セ
ン
タ
ー

（
都
営
地
下
鉄
新
宿
線
「
西

大
島
」
駅

Ａ
４
出
口
よ
り

徒
歩
一
分
）

＊
会
員
か
ら
の
お
問
合
せ
は
、

佐
藤
宗
昡
先
生
ま
で

―
―
―
―
―

◇
ま
つ
ど
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
様
主
催
「
こ
ど
も

は
、
み
ら
い
。
み
ら
い
フ
ェ

ス
タ
２
０
２
４
」
占
い
コ
ー

ナ
ー
（
無
料
）

・
日
程
／
令
和
六
年

三
月
二
十
三
日
（
土
）

・
場
所
／
松
戸
中
央
公

園
（
松
戸
市
岩
瀬
四
八
七
～
一

／
Ｊ
Ｒ
・
新
京
成
電
鉄
松
戸

駅
か
ら
徒
歩
六
分
）

＊
会
員
か
ら
の
お
問
合
せ
は
、

濱
野
延
珠
先
生
ま
で
。

―
―
―
―
―

《
イ
ベ
ン
ト
》

【
有
宵
会
初
参
り
】
の
お

知
ら
せ

・
日
程
／
令
和
六
年

二
月
二
十
一
日
）
（
水
）

・
場
所
／
検
見
川
神
社
様

（
千
葉
市
花
見
川
区
）

・
集
合
時
間

十
三
時

・
集
合
場
所

検
見
川
神

社
様

社
務
所
前

・
祈
願
開
始

十
四
時

（
予
定
）

・
初
穂
料

三
千
円
～

※
参
加
費
（
初
穂
料
）
は
、

基
本
的
に
、
お
ひ
と
り
毎
に
、

三
千
円
～
必
要
で
す
。

※
初
参
り
は
自
由
参
加
で
す
。

ご
参
加
を
希
望
さ
れ
る
か
た

は
、
集
合
前
ま
で
に
、
ご
祈

願
申
込
書
に
ご
記
入
の
う
え
、

お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

※
ご
参
加
人
数
に
よ
っ
て
は
、

拝
殿
で
の
ご
祈
祷
開
始
が
十

四
時
を
過
ぎ
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
お
時
間
に
余
裕
を

も
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い

（
現
地
集
合
・
解
散
）
。

※
直
会
は
予
定
し
て
お
り
ま

せ
ん
。
お
食
事
は
、
各
自
で

お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

※
《
ご
協
力
の
お
願
い
》

初
参
り
の
運
営
で
お
手
伝

い
を
し
て
く
だ
さ
る
か
た
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
会
員
か

ら
の
お
問
合
せ
は
、
福
田
有

宵
先
生
も
し
く
は
、
事
務
局
・

八
川
林
加
ま
で
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―

◆
次
回
の
例
会
情
報
◆

日
程
／
令
和
六
年

三
月
三
十
日
（
土
）

午
後
一
時
～
五
時

会
場
／
足
立
区
勤
労
福
祉

会
館
プ
ル
ミ
エ
第
二
洋
室

（
千
代
田
線

綾
瀬
駅
西

口

徒
歩
三
分
）

＊
今
後
も
、
例
会
お
よ
び
イ

ベ
ン
ト
内
容
は
、
直
前
に
変

更
・
中
止
と
な
る
場
合
が
ご

ざ
い
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―

■
令
和
五
年
十
一
月

例
会
参
加
者

十
一
月
度
は
、
四
十
九
名

の
か
た
が
ご
参
加
を
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
会
の
終
了
後

は
、
有
志
の
二
十
四
名
が
集

い
、
懇
親
会
を
開
催
い
た
し

ま
し
た
。

事
務
局
長

八
川
林
加

第１２１号 有 宵 会 だ よ り 令和６年１月吉日


